
資-12 

様式の体裁は変更せず、ダウンロード時に記載済みの項目はそのままご利用ください。 

 



資-13 

附属書の記入方法 

前ページの記入例と以下の対応する番号を参考に記入してください。 

❶ 搬入物がどのようなものか具体的に記入してください（例えば「廃プラスチック」ではなく、「既

設塩ビ管の撤去物」などと記入）。 

 

❷ 数量根拠は「（体積計算）×（単位体積当たりの比重）」、「（単位量当たりの重量）×（数量）」、

「実績値」を数量根拠とする場合は、別紙に根拠資料を添付してください。比重が１以下の場

合は、水中に投じて浮遊しないことを必ず確認してください。 

 

❸ 石綿含有廃棄物の有無にレ点を入れてください。有の場合、廃石綿等でないこと及び収集・

運搬に当たっては、当処分場への受入基準を満たすための破砕・切断はしていないことを確

認のうえ、レ点を入れてください。 

 

❹ 第一種指定化学物質等取扱事業者*1に該当し、かつ廃棄物中に第一種指定化学物質*２が含

まれる、または付着している場合（廃棄物の重量に占める割合が１％以上（特定第一種指定

化学物質の場合は 0.1％以上））は、有にレ点を入れ、化学物質名称と量（濃度）*3 を記載し

てください。該当しない場合は、無にレ点を入れてください。 
*1「第一種指定化学物質等取扱事業者」とは、特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の

促進に関する法律第２条第５項に定める事業者をいいます。 

 （参考：PRTR 制度 対象事業者（METI/経済産業省）） 

  *２「第一種指定化学物質」とは、同法律第２条第２項に規定する物質をいいます。 

（参考：PRTR 制度 対象化学物質（METI/経済産業省）） 

  *3 量（濃度）は、数値で記載のほか、「別紙参照」とし、成分分析表、メーカー資料および仕様書など含有率

が確認できる資料を添付することも可能です。 

 

❺ 収集運搬委託の有無に関わらず、自社運搬する廃棄物がある場合はレ点を入れてください。 

 

❻ マニフェストの使用の有無について、該当する箇所にレ点を入れてください。記入内容と実

際の搬入時の状況が違う場合、搬入をお断りさせていただくことがあります。 

 

❼ 受入上限に達していないことの確認のため、該当する場合は記入して下さい。 

    

➑ 搬入物を取り扱う際の注意事項を記入してください。 

例） 飛散しやすい、肌に付着すると危険等 

 

➒ 内容を確認したうえで、必ずレ点を入れてください。 

https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/law/prtr/3.html
https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/law/prtr/2.html

